
 

みやぎ農場ＧＡＰ取組支援制度実施要綱 
 

（目的） 

第１ この要綱は、農業生産の各工程の実施、記録、点検、評価による持続的な改善活動

である生産工程管理（以下「ＧＡＰ」という。）の取組を推進するため、農業者の国際

水準ＧＡＰの取組の導入や拡大を支援し、消費者や実需者のＧＡＰに関する認知度及び

理解度の向上を図るための「みやぎ農場ＧＡＰ取組支援制度」（以下「本制度」とい

う。）について、必要な事項を定め、円滑に運用することで、本県農業の競争力強化や

持続的な生産の確立に寄与することを目的とする。 

 

（定義） 

第２ この要綱において使用する次の用語は、それぞれ次の各号に定めるところによる。 

(1) 国際水準ＧＡＰ 食品安全、環境保全、労働安全、人権保護、農場経営管理の５つ

の分野を含むＧＡＰをいう。 

(2) 第三者認証ＧＡＰ ＪＧＡＰ、ＡＳＩＡＧＡＰ、ＧＬＯＢＡＬＧ．Ａ．Ｐ．など農

業者等によるＧＡＰの取組を第三者が認証する制度をいう。 

(3) 宮城県ＧＡＰ実践点検シート（以下、「点検シート」という。） 国の国際水準Ｇ

ＡＰガイドラインに準拠した取組内容を項目ごとに整理した宮城県で策定したチェッ

クリストをいう。 

(4) ＧＡＰ指導員 ＧＡＰ指導員研修を受講し、国際水準ＧＡＰに係る指導ができる知

識を有する者をいう。 

(5) 農業者等 宮城県内で農産物を生産する個人、農業法人及び農業関係教育機関等を

いう。 

 

（制度の内容） 

第３ 本制度は、国の「我が国における国際水準ＧＡＰの推進方策」及び「国際水準ＧＡ

Ｐガイドライン」に準拠した点検シートを用いて、ＧＡＰ指導員の支援により、農業者

等が自ら管理する農場（以下「農場」という。）を自己点検し、国際水準ＧＡＰの取組

の達成度を県が定期的に評価することで、その取組の向上を図るものとする。 

２ 県は、点検シートを活用した農場に対し、国際水準ＧＡＰの取組のレベルアップ及び

第三者認証ＧＡＰの取得等に係る支援を行うものとする。 

 

（対象農場等） 

第４ 本制度の対象となる農場は、農業者等が国際水準ＧＡＰに積極的に取り組む農場と

し、その生産対象となる品目は、穀物（米、麦類、大豆）及び青果物（野菜（スプラウ

トを除く）、果樹）とする。 

 

（取組の点検・評価） 

第５ 農業者等は、点検シートを活用して農場の自己点検を実施し、国際水準ＧＡＰの取

組について改善を図るものとする。 

２ 各農業改良普及センター等及び各農業協同組合に所属するＧＡＰ指導員は、農業者等

に対して農場の点検シートを活用した自己点検を支援するとともに、その点検結果をも

とに国際水準ＧＡＰの取組のレベルアップを図るための支援を行うものとする。 

３ 各農業改良普及センター所長及び各農業協同組合代表理事組合長は、国際水準ＧＡＰ

の指導実績として、指導農場及び指導内容が分かる資料について、毎年１２月末日まで

に農政部みやぎ米推進課長宛て報告する。 

４ 農政部みやぎ米推進課長は、県内における本制度の取組状況を把握するとともに、各

農場の国際水準ＧＡＰの達成度を評価してランク付けし、農業者等に対して改善に向け

た助言指導等を行う。 

 



 

（推進体制） 

第６ 本制度の推進体制は、次のとおりとする。 

(1) 国際水準ＧＡＰの取組の達成度の評価、本制度の管理運営及び総合調整は、農政部

みやぎ米推進課が行う。 

(2) 農業者等の国際水準ＧＡＰの取組に対する助言指導等の支援は、各農業改良普及セ

ンター及び各農業協同組合に属するＧＡＰ指導員が行う。 

 

（国際水準ＧＡＰ取組農場の事例紹介） 

第７ 県は、県ホームページ等において、県内の国際水準ＧＡＰや第三者認証ＧＡＰの取

得に取り組む農業者等の事例紹介等を行うことにより、消費者や実需者のＧＡＰに関す

る認知度向上及び理解度の向上に努めるものとする。 

 

（その他） 

第８ この要綱に定める以外に必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 

 この要綱は、令和６年１２月１日から施行する。 

 


